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市長の手控え帖

　
原
は
15
歳
で
上
京
。
神
学
校
で
仏
語
を
身
に

つ
け
る
。
そ
の
後
、
新
聞
記
者
と
な
る
。
活
躍

が
外が

い

務む

卿き
ょ
う

井
上
馨か

お
る

の
目
に
と
ま
り
外
務
省
へ
。

フ
ラ
ン
ス
が
清
に
進
出
し
、
そ
の
交
渉
に
仏
語

の
堪
能
な
者
を
必
要
と
し
て
い
た
。
天
津
や
パ

リ
に
勤
務
し
た
後
、
陸む

奥つ

宗む
ね

光み
つ

に
出
会
う
。
こ

れ
が
原
の
運
命
を
拓
い
た
。
陸
奥
外
相
の
下
で

次
官
に
ま
で
昇
進
す
る
。
広
い
視
野
と
リ
ベ
ラ

ル
な
見
識
の
陸
奥
を
深
く
敬
慕
し
た
。

　

そ
り
が
合
わ
な
い
人
物
が
外
相
に
な
る
と
、

あ
っ
さ
り
辞
職
。
明
治
30
年
、
大
阪
毎
日
新
聞

に
入
り
、
翌
年
社
長
と
な
る
。
3
年
後
、
伊
藤

博
文
が
立
憲
政
友
会
を
結
党
。
原
は
入
党
し
、

幹
事
長
に
な
る
。
伊
藤
は
明
治
体
制
を
築
い
た

中
心
人
物
。
人
望
が
あ
り
、
権
力
や
金
に
淡
泊
。

明
治
国
家
を
自
分
の
芸
術
作
品
と
み
て
お
り
、

円
滑
な
運
営
に
の
み
心
を
砕
い
た
。

　
現
憲
法
は
、
国
会
を
国
権
の
最
高
機
関
と
し

て
い
る
。
だ
が
明
治
憲
法
で
は
、
内
閣
・
衆
議

院
・
貴
族
院
・
枢す

う

密み
つ

院い
ん

・
軍
が
各
々
天
皇
と
直

結
し
て
い
た
。
権
力
を
統
合
す
る
中
心
が
な
か

っ
た
。
分
立
す
る
機
構
を
束
ね
た
薩
長
の
元
老

が
、
実
質
的
に
権
力
を
独
占
し
て
い
た
。

　
政
党
嫌
い
の
元
老
の
中
で
、
伊
藤
は
柔
軟
だ

っ
た
。
一
定
の
力
を
持
つ
政
党
は
、
権
力
の
均

衡
に
必
要
と
考
え
た
。
だ
が
、
統
治
の
主
役
に

な
る
こ
と
は
念
頭
に
な
い
。
原
は
違
う
。「
万ば

ん

機き

公
論
に
決
す
る
」
精
神
を
体
現
す
る
政
党
こ
そ

が
、
国
政
を
担
う
べ
き
と
の
信
念
を
持
っ
て
い

た
。
い
よ
い
よ
藩
閥
と
の
闘
い
が
始
ま
る
。

　
今
年
は
戊
辰
か
ら
１
５
０
年
。
白
河
は
千
人

余
の
犠
牲
者
が
出
た
激
戦
地
。
７
月
に
合
同
慰

霊
祭
を
行
っ
た
。
鹿
児
島
市
長
や
萩
市
長
も
参

列
。
総
理
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届
き
、〝
厳
粛
で

気
品
の
あ
る
式
典
〟と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
戊
辰
戦
争
は
、
会
津
や
庄
内
を
標
的
に
、
薩

長
が
無
理
矢
理
し
か
け
た
も
の
。
東
北
諸
藩
は

こ
れ
に
抵
抗
す
る
た
め
同
盟
を
結
ぶ
。
だ
が
、

形
勢
不
利
と
み
る
や
、
同
盟
の
主
役
仙
台
・
米

沢
は
腰
を
引
く
。
孤
立
し
た
会
津
は
、
潔
く
戦

い
敗
れ
る
。
朝
敵
と
し
て
、
憎
悪
を
一
身
に
受

け
、
誠
に
悲
惨
な
仕
打
ち
を
う
け
た
。

　
律
儀
に
盟
約
を
守
っ
た
藩
が
あ
る
。
仙
台
へ

の
義
理
で
加
盟
し
、
西
軍
側
の
秋
田
を
攻
め
た

南
部
藩
。
賊
軍
と
し
て
、
厳
し
く
処
断
さ
れ
た
。

家
老
楢な

ら

山や
ま

佐さ

渡ど

は
切
腹
、
八
戸
は
津
軽
藩
に
編

入
さ
れ
た
。
切
腹
の
刻
限
。
終し

ゅ
う

焉え
ん

の
地
、
報
恩

寺
の
近
く
を
「
満
眼
に
悲
涙
を
た
た
え
て
」
歩

く
少
年
が
い
た
。
後
の
平
民
宰
相
原は

ら

敬た
か
し

。
会
津

の
怨
念
が
、
東
京
帝
大
総
長
山
川
健
次
郎
を
生

み
、
南
部
の
屈
辱
は
大
政
治
家
を
生
ん
だ
。

　
首
相
に
な
る
一
年
前
、
盛
岡
で
戊
辰
殉
難
者

五
十
年
祭
が
行
わ
れ
た
。
原
は
自
ら
祭
主
と
な

り
、「
戊
辰
戦
争
に
賊
も
官
も
な
い
。
政
見
の
違

い
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
」
と
読
み
上
げ
た
。

　
藩
閥
の
親
分
は
山や

ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

。
華
や
か
な
伊
藤

の
前
で
は
影
が
薄
か
っ
た
が
、
徐
々
に
力
が
逆

転
す
る
。
山
県
は
異
常
な
ほ
ど
権
力
に
執
着
し
、

策
謀
好
き
。
陸
軍
を
足
場
に
権
力
機
構
を
支
配

し
、
強
大
な
派
閥
を
形
成
す
る
。

　
原
の
策
は
妥
協
と
抵
抗
。
ま
ず
、
山
県
と
正

面
か
ら
敵
対
せ
ず
、
少
し
ず
つ
外
堀
を
埋
め
る
。

次
に
、
衆
議
院
で
圧
倒
的
多
数
を
と
る
。
そ
れ

に
は
、
地
方
の
名
望
家
を
取
り
込
み
、
足
場
を

固
め
る
。
有
効
な
の
は
、
県
や
市
町
村
を
統
制

す
る
地
位
に
就
く
こ
と
。
原
は
、
知
事
の
任
免

権
を
持
ち
、
警
察
を
把
握
し
、
公
共
事
業
を
配

分
す
る
内
務
大
臣
に
三
度
就
任
。
山
県
系
の
知

事
を
原
系
に
入
れ
替
え
る
。
ま
た
、
鉄
道
は
産

業
と
地
方
の
発
展
に
不
可
欠
と
、
全
国
隈
な
く

敷
設
し
た
。「
我が

田で
ん

引い
ん

鉄て
つ

」
と
批
判
さ
れ
た
が
、

支
持
拡
大
に
は
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

　
原
は
一
糸
乱
れ
ぬ
政
友
会
を
背
景
に
、
山
県

と
火
花
を
ち
ら
す
。
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
り
、

有
利
な
条
件
で
妥
協
す
る
。
次
第
に
山
県
も
原

の
実
力
と
人
格
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政

治
と
は
「
情
熱
と
判
断
力
を
駆
使
し
、
堅
い
板

に
力
を
込
め
て
、
じ
わ
じ
わ
と
穴
を
く
り
抜
い

て
い
く
作
業
」
で
あ
る
こ
と
を
実
践
し
た
。

　
大
正
７
年
、
原
は
藩
閥
を
抑
え
初
め
て
の
政

党
内
閣
を
樹
立
。
50
年
か
け
無
念
を
晴
ら
し
た
。

爵
位
・
叙
勲
は
拒
絶
。
雅
号
は
、
薩
長
が
東
北

を
軽
蔑
し
た「
白し

ら

河か
わ

以い

北ほ
く

一ひ
と

山や
ま

百ひ
ゃ
く

文も
ん

」を
も
じ
り

「
一い

っ

山さ
ん

」と
し
た
。
晩
年
、「
わ
け
入
り
し
霞
の
奥

も
霞
か
な
」と
詠
み
、
遥
か
な
旅
路
を
偲
ん
だ
。

「
無
念
を
晴
ら
し
た
南
部
人
」




